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日本子ども社会学会「学会賞」選考規程  

 

第１章 学会賞の設置目的および種類 

 

【学会賞の設置目的】 

第１条 この賞は、本学会(The Japan Society for Child Study)がめざす子ども社会研究の発展に著しく寄与

した研究を顕彰及び奨励することを目的とする。 

  

【学会賞の種別および主旨】 

第２条 本賞の設置目的にてらし、学会賞の種別および主旨は以下の通りとする。 

    ①学術特別研究賞 

本学会会員で、著書等において顕著な研究業績をあげた者を顕彰するもの。 

    ②研究奨励賞 

本学会会員で、今後の研究の発展が期待される若手会員の研究を奨励するもの。研究奨励賞は、著

書部門と論文部問の２部門とする。 

     

第２章 学会賞審査委員会 

 

【学会賞審査委員会の構成】 

第３条 審査委員会は、学術特別研究賞審査委員会、研究奨励賞審査委員会（著書部門）、研究奨励賞審査委員

会（論文部門）、の３つで構成する。 

 

【学会賞審査委員会委員の要件】 

第４条 審査委員会委員は本学会会員であることを要する。 

 

【学会賞審査委員会委員数】 

第５条 審査委員会委員数は、学術特別研究賞審査委員会３名以上、研究奨励賞審査委員会（著書部門）３名以

上、研究奨励賞審査委員会（論文部門）３名以上とする。各学会賞審査委員会委員のうち１名は、学会

賞選考委員会委員の中から指名する（以下、「学会賞選考委員会委員」）。 

２ 推薦人は該当部門の審査委員会委員になることはできない。 

    

【委員の選出および任命】 

第６条 学会賞選考委員会は、推薦があった著作および本学会機関誌『子ども社会研究』に掲載された論文につ

いて、第７条「授賞対象者」および第８条「授賞対象となる著作」に示す要件を確認し、これを満たす

著作等がある場合、審査委員会委員候補を選出し、理事会に報告する。 

２ 理事会は、学会賞選考委員会の報告に基づき、選出した候補を審査し、審査委員会委員を任命する。 

 

第３章 学会賞の授賞対象となる者および審査対象となる著作 

 

【授賞対象となる者】 

第７条 学術特別研究賞および研究奨励賞の授賞対象となる者は、以下の通りとする。 

①学術特別研究賞 

学術特別研究賞の授賞対象となる者は、本学会会員とする。表彰は、同一学会年度において１名と

する。なお、授賞は一人１回に限る。 

②研究奨励賞 

研究奨励賞の授賞対象となる者は、本学会会員であって、発表時の年齢が原則として40歳未満の

者とする。連名執筆の場合、対象は筆頭執筆者とする。表彰は、原則として、同一学会年度におい
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て、著書部門と論文部門を合わせて２名以内とする。なお、授賞は、著書部門、論文部門のそれぞれ

に付き、一人１回に限る。 

  

【審査対象となる著作】 

第８条 学術特別研究賞および研究奨励賞の審査対象となる著作は、以下の通りとする。 

①学術特別研究賞 

学術特別研究賞の審査対象となる著作は、本学会会員が執筆した、子ども社会に関する単著書とす

る。 

対象期間は、推薦締め切り日から遡って５年以内とする。 

②研究奨励賞 

研究奨励賞の審査対象となる著作は、本学会会員が執筆した、子ども社会に関する単著書（実践研

究を含む）または論文（実践論文を含む）とする。 

対象期間は、著書部門においては、推薦締め切り日から遡って２年以内、論文部門においては、公

募締め切り日から遡って１年以内とする。 

『子ども社会研究』に掲載された査読付き論文については、推薦されたものとみなす。 

編著書における分担執筆に関して推薦があった場合、論文部門の審査対象とする。 

 

第４章 審査対象の推薦 

 

【推薦方法】 

第９条 推薦は自薦、他薦を問わない。 

 

【受付期間】 

第10条 推薦受付期間は、毎年、10月１日から10月31日（必着）とする。 

 

【必要書類】 

第11条 推薦に際しては、以下の書類を提出するものとする。なお、提出書類、著書・論文は返却しない。 

①推薦する著作（３部：一部正本、２部副本）。いずれも、コピー可とする。 

②執筆者の履歴書及び主要研究業績一覧 

③推薦状（自薦の場合も必須） 

 

【書類提出先】 

第12条 書類は、日本子ども社会学会事務局に郵便等で送付する。その際、郵便物等の表面に、朱書で推薦対

象部門（学術特別研究賞、研究奨励賞著書部門、研究奨励賞論文部門）を明記する。 

 

第５章 審査手順等 

 

【学会賞審査委員会の招集および開催】 

第13条 学会賞選考委員会委員は、それぞれ所属する学会賞審査委員会を招集する。 

学会賞審査委員会は、メールやWeb等を活用して開催することができるものとする。 

 

【委員長の選出】 

第14条 各学会賞審査委員会は、学会賞選考委員会委員をのぞく委員の中から、互選で委員長を決定する。 

 

【審査および専門審査委員】 

第15条 各学会賞審査委員会は、各部門の授賞に相応しい著作がある場合、委員の合意の下に授賞対象となる

著作を決定する。 
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２ 審査過程において、必要がある場合、非会員から専門審査委員を指名することができる。専門審査委員

は各部門において１名とする。専門審査委員は、授賞対象となる著作の決定に参加することができ

る。 

３ 研究奨励賞において３作以上が授賞対象となる候補となった場合、各部門の審査委員会委員長及び学会

賞選考委員会委員で協議し、授賞対象となる著作の調整を行う。 

 

【審査結果の報告】 

第16条 各審査委員会の委員長は、授賞対象となる候補の有無にかかわらず、審査結果報告書を作成し、学会

賞選考委員会委員長を通じて、理事会に報告する。 

 

第６章 授賞対象となる著作の決定および表彰 

 

【授賞著作の決定】 

第17条 理事会は、学会賞選考委員会委員長の報告に基づき、採否を決定する。 

 

【表彰】 

第18条 会長は、理事会の決定に基づき授賞者がある場合、年次大会の総会において、賞状と記念品を授与す

る。 

【公表】 

第19条 学会賞の授賞者および授賞著作は、ホームページ、学会ニュース、学会誌等、学会が所有する媒体を

通じて公表する。 

 

附則 

第１条 本規程は、2016年６月５日から施行する。本規程の施行に伴い、2014年６月 28日に制定された「日本

子ども社会学会研究奨励賞選考規定」は廃するものとする。 

 

第２条 本規程は、2020年○月○日に改定した。改定の内容は、2020年○月○日から施行する。 
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現行規程 

日本子ども社会学会「学会賞」選考規定 

１ 学会賞の設置目的：この賞は、学会創立 20周年を契機に、本学会(The Japan Society for Child Study)が

めざす子ども社会研究の発展に著しく寄与した研究を顕彰及び奨励することを目的とする。 

  

２ 学会賞の種類：本賞の設置目的にてらし、学会賞は次の２種とする。 

 Ⅰ部門 学術特別研究賞 ― 学会員のうちで著書等において顕著な研究業績をあげた者の顕彰 

 Ⅱ部門 研究奨励賞― 学会員のうちで今後の研究の発展が期待される若手会員の研究奨励 

   Ａ（著書の部）、Ｂ（論文の部） 

  

３ 対象者と表彰：Ⅰ､Ⅱ部門ともに、授賞対象者は本学会員とする。Ⅰの部門については、原則として、著書

等を選考の対象とし、同一学会年度において１名の者に、賞状と記念品を授与する。また、Ⅰの部門について

は、授賞は一人１回に限る。Ⅱの部門については、授賞対象者は、対象業績の発表時の年齢が原則として40歳

未満の者であることとし、原則として、同一学会年度において、著書の部（Ａ）と論文の部（Ｂ）を合わせて２

名以内の者に、賞状と記念品を授与する。受賞は、著書の部，論文の部のそれぞれに付き、一人１回に限る。 

  

４ 対象となる著書・論文等：選考の対象となるのは、本学会員が執筆したもので、Ⅰの部門については、公募

締め切り日から遡って、過去５年以内に刊行された子ども社会に関する著書等、Ⅱの部門については２年以内に

発表された子ども社会に関する著書（Ａ）、あるいは１年以内に発表された子ども社会に関する論文等（Ｂ）と

する。なお、Ⅰ、Ⅱ部門ともに、著書・論文等には実践論文を含む。 

 選考の対象となる著書、論文は個人名で発表したものとする。 

  

５ 候補者の公募：著書・論文等の推薦は、学会賞選考委員会に対して行うものとする。この場合、いわゆる自

薦も可とする。毎年10月31日までに、本賞への推薦を申し出るものとする（送り先、学会事務局気付 学会賞

選考委員会）。「子ども社会研究」に掲載の査読付き論文に関しては、自動的にエントリーするので推薦は必要

なし。 

  

６ 審査手順：各種書類（①選考の対象となる著書・論文（３部；一部正本、2部副本（コピー可）、②執筆者

の履歴書及び主要研究業績一覧、③推薦状（他薦あるいは自薦）を添えて、10月31日までに学会賞選考委員会

に提出する（提出書類、著書・論文は返却しない）。学会賞選考委員会は必要な書類を整え、これを理事会に提

出するものとする。理事会は、「学術特別研究賞」及び「研究奨励賞」の授賞の対象となる著書・論文等に対し

て、Ⅰの部門では審査委員会委員３名を選定、また、Ⅱ部門では審査委員会委員５名を選定し、その審査を委嘱

する。理事会は、各審査委員会の報告に基づいて審査し、採否を決定する。 

 理事会で採択の決定したものは、年次大会の総会において表彰し、学会誌上において発表する。 

  

７ 審査委員会：審査委員は本学会員であることを要する。その委嘱は、理事会の議を経て会長が行なう。審査

委員長は審査委員の互選による。 

  

７－２ 審査委員会は､必要に応じて審査対象の著書・論文の審査を学会員外の関連研究分野の専門家に依頼す

ることができる。 

  

８ 本規定は、平成28年 6月5日から施行する。 

なお、本規定の施行に伴い、平成26年 6月 28日制定された「日本子ども社会学会研究奨励賞選考規定」は廃す

るものとする。 

 


